
荒尾こころの郷病院 

基本理念 

1.思いやり医療 

常に思いやりの心を忘れ

ず、患者様中心の医療を行

います。 

2.トータルケア 

地域・家庭・病院が一体とな

って、総合的で一貫したケ

アを行います。 

3.チーム医療 

医療・保健・福祉が連携し

て、チーム医療を行います。 

 
医療法人洗心会 

荒尾こころの郷病院 

令和 4年 1月発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

年末に大掃除を行う方

も多いと思いますが、こ

の大掃除をなぜ年末に行

うかといいますと、一年

で溜まった汚れや不要な

ものを持ち越さずに綺麗

にしておくことで、さっ

ぱりとした気持ちで新年

を迎えることが出来ると

いわれています。皆様も

さっぱりとした気持ちで

よいお年を迎え下さい。 

謹んで初春の挨拶を申し上げます。 

私事ではございますが、まさにコロナ感染の渦中、当院に参りま

してから半年が過ぎようとしています。これまでも定期的に当直業

務をさせていただいておりましたので、その点では新しい職場に対

する不安というものは少なかったのですが、夜間と休日のみの勤務

ではお会いすることのなかった他職種の方々との連携に戸惑いつ

つ、最近ではチーム医療の大事さを痛感している今日この頃です。

一方でコロナ感染症はワクチンの普及と、手洗い励行、マスクを外

さない真面目な国民性（または同調圧力？）により、この原稿を書

いている時点では減少傾向を維持していますが、オミクロン株なる

ものも現れ再流行が懸念されます。このように人類の歴史は感染症

との闘いの歴史でもあります。1980年自然界に存在する天然痘ウイ

ルスの最後の患者の確認をもって、世界保健機構 WHO は天然痘の撲

滅を宣言し、長い間人類を苦しめてきた天然痘に対し勝利宣言を行

いました。しかしそのわずか 1 年後、ロサンゼルスやニューヨーク

の同性愛者の間で原因不明の肺炎が数多く報告されるようになり、

後にその原因はヒト免疫不全ウイルスによる後天性免疫不全症候群

（エイズ）であることが判明し、新たな感染症と人類との闘いがま

た始まったのです。今ではこのヒト免疫不全ウイルス感染者も、治

療薬の進歩により健常人と変わらぬ寿命を全うすることができるよ

うになってきました。そして今度は新型コロナウイルスが登場し、

再び人類はこのウイルスと対峙することを強いられています。更な

るワクチンや治療薬の開発により、いずれはこのウイルスも制圧さ

れる時が来るでしょう。一日でも早くその日が来て、また平穏な日

常に戻れることを御祈念申し上げ、年頭の挨拶といたします。 

副院長 五十嵐英哉 

ちょこっと 

情報局 

 

 
  12 月 23 日(木)に荒尾中央病院に併設されている託児所「どんぐ

りはうす」のクリスマス会へと参加してきました。今年はサンタさ

んだけではなく、サプライズでトナカイさんも 

来てくれました。びっくりして泣き出す子も 

いたのですが、プレゼントを受け取ると小声で 

「ありがと…」と返事をしてくれました。 



荒尾こころの郷病院 

TEL：0968-62-0657 

HP ：http://senshinkai.or.jp/kokoro 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報委員のつぶやき 

新年あけましておめでとうございます。 

一月と言えば成人式がありますね。同級生と集まっ

た楽しい思い出として記憶に残っています。気持ちは

まだまだ子供でしたが、メイクや髪のセットをし、着

物を着たことで大人になった気分を味わいながら式典

に参加する事が出来ました。当時の写真を見ると、貫

禄のある演歌歌手みたいでしたけど(笑)皆さんはどん

な成人式でしたか？現在はコロナ禍でもしっかりと対

策をして開催される自治体が多いです。これから成人

を迎える方々にも良い思い出作りが出来る様に、我々

も感染対策をしっかり行い感染拡大を防ぎましょう。 

  令和 3年 12月 22日 南 1病棟のクリスマス会が開催されました。職員参

加型でまずはジェスチャーゲーム。全員が体を張り、あの手この手で表現し

ました。伝える側、受け取る側の絶妙な連携が何とも言えず、和やかな雰囲

気でした。そして、病棟スタッフはもちろん、PSW・CPにも協力をいただき、

メガネの形をしたロングストローで炭酸飲料(500ml)を早飲みするという、

おたのしみ企画もありました。優勝者は、残念ながら病棟師長ではなく、CP

さんでした。最後は、クリスマスケーキにどら焼きと 2倍の嬉しさが詰まっ

たおやつをいただき満足そうでした。夜にはサンタさんが枕元にプレゼント

を届けてくれ、ワクワクのクリスマスを味わうことができたようです。 

～患者さまの権利と責任～ 
患者さまの権利 

１：良質な医療を受ける権利 

２：選択の自由の権利 

３：自己決定の権利 

４：説明を受ける権利 

５：情報の開示を求める権利 

６：プライバシーの保護と秘密を保持される権利 

７：尊厳を得る権利 

患者さまの責任 

１：治療を受けられる患者さまとして、正確なご自身の精神的・身体

的・社会的な情報を医師に伝えていただく責任があります。 

２：患者さまご自身が医療へ参加していただく責任があります。 

３：他の患者さまの診療に支障を与えない配慮をしていただく責任

があります。 

次回は 3 月号★ 

すがすがしい晴天の中 22 名の参加者により運動会が行われました。競

技内容は、①バスケットボールフリースロー・一人 3本ずつシュート。「男

性が多く入れるかと思いましたが、意外と女性がシュートを決めていまし

た。」②遠投・赤チーム 5名、白チーム 5名にて遠投。「一番遠くに投げた

方は、バスケットボールゴールから南病棟の角の所まで、スーパーな遠投

をされました。」③全員ペタンク・一人一個のボールを持って、的玉に近づ

ける競技。「3 回戦して 3 回とも白チームが勝ちました。」④玉入れ、⑤も

のもの送り競争、⑥借り物競争・紙に色々な指令が書いてあり、それをク

リアしていく競技。「笑いが出たのは（男の中の男）という指令で連れてき

た方が、ホントに男の中の男かな？？？違うのではないかと指摘があり、 

笑う場面がありました。」それと（女の中の女）の指示では、ス 

タッフの男性を連れて行こうとして、「俺は男だからダメですよ。」 

と答えた場面で笑いがおこりました。結果、赤組 82点＆白組 93 

点になり白組優勝となりました。「今日一日とても楽しい 

運動会でした。」との感想を言われていました。 

（広報委員会発行）掲載期間：～R4.3.31 

 

 

http://senshinkai.or.jp/kokoro

